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(1)　北東アジア情勢
モンゴル国はアジアに、補足すれば北東アジア地域に位置するくにとして安全保障と経済発展の未来を当該地域の安全保障と発展繁栄の傾向と関連してみており、アジア太平洋地域、とくに北東アジアと中央アジアの多国間プロセス・対話・統合に有利に参加することは、わが国の外交政策の重要な目標の一つである。

北東アジアは地政学的・戦略的に重要な意義を有する地域のひとつであることは言うまでもない。この地域にはロシア、中国、日本、韓国、北朝鮮、モンゴルが位置するほか、北太平洋の大国である米国が地域の活動に重要な参加をしている。

北東アジアでは米国、ロシア、日本、中国、という世界の４つの大国の利益と関心が重なりあっており、アジアにおける２つの最大の経済国(日本と中国)が位置していることが特徴である。冷戦の終了により、この地域の国家関係は好転し情勢は安定した。具体的には、ロシアと中国の交流・協力は1990年代以降急速に発展して「戦略的パートナー」のレベルに到達し、またロシアと韓国、中国と韓国、モンゴル国と韓国の間に正式な外交関係が結ばれ、政治・経済、そのほかの分野の協力が拡大してきた。これらの北東アジアの安全保障に良い影響を及ぶ歩みの結果、地域諸国間協力が拡大し相互依存関係が深まっている。また北東アジア地域開発の可能性と統合についても語られるようになり、さらには、この地域が近い将来にアジア・太平洋地域のみならず世界経済に影響力を持つ地域になることについても話題にのぼるようになった。しかし、北東アジア地域においては安全保障と協力の多国間構造が望まれており、そのような構造を創出することが極めて重要であることに変わりはない。世界の他の地域と比べると、北東アジアの統合プロセスはそれほど活発になっていない。モンゴル国は、北東アジア問題を協議する公式なメカニズム創設に向けて具体的な歩みを行う時期が来ていると見て、関連の意見を国連第55回総会(2000年)に定式化して提案し、それを前進させるべく尽力している。
一方、全アジア地域のおいては、アセアン＋３、アセアン地域フォーラム(ARF)、アジア協力対話(ACD)などの具体的な多国間対話形式・メカニズムが確立している。これらのメカニズムは、地域の安全保障と協力関係において直面する課題の解決に向けられた積極的な多国間活動の形となっていることを強調したい。

北東アジアでは、天然資源の豊富なロシア、モンゴル、人的資源の豊富な中国、経済力と技術力の高い米国、日本、韓国がそれぞれ補完し合う協力関係を発展させることが可能である。

北東アジアの地理的位置はアジアとヨーロッパ、アメリカを結ぶことができるという意味で、国際的輸送・金融・情報などのネットワークの中心となる未来持つ。そして近年、地域諸国の天然資源の共同利用やインフラ開発での協力が活発する傾向が観察される。今後、二国間関係にととまらず、多国間の枠組みで地域協力を強化することが望まれる。

残念ながら北東アジア地域には過去の歴史によって生じた政治問題が解決されないまま残っている。これらの問題として朝鮮半島分割状態、中国と台湾の対立、日本・米国と北朝鮮の国交正常化問題、ロシアと日本の平和条約未締結問題などがあげられる。とくに地域に安全保障に良いからぬ影響を与えている北朝鮮の核開発問題を平和的に対話により調整することが、地域諸国にとって最優先目標となっている。

(2)　モンゴル国の立場
　　前章で述べた情況を有する北東アジア地域において我が国は以下の要因に基づいて関係・協力を発展させることを望んでいる。

１．二国間関係の発展は信頼醸成の重要な基礎である。モンゴル国は地域諸国と二国間友好関係を発展させ協力してきた。モンゴル国と北東アジア諸国との間には、いかなる政治的・領土的懸案問題は存在しない。モンゴル国は北朝鮮半島の二つの国と良好な関係を築いている。この関係は多くの分野で成功裡に発展している。モンゴル国は朝鮮半島非核化の立場に立ち、韓国と北朝鮮が平和的に統合することを願っている。我々は、核兵器問題は対話によって解決されなければならないし、また北朝鮮を孤立させてはならないと考えている。モンゴル国は朝鮮半島問題を解決するための協議プロセスに直接的に参加していないが、六者協議が成功することを強く望んでいる。

我々は六者協議を全北東アジア対話メカニズムに変えていくことが地域の安全保障と信頼醸成にとって必要であると考える。このようなメカニズムは地域の全ての国家に開かれていなければならない。我々は六者協議に枠組みにおいて構成された北東アジアの平和と安全保障メカニズムの設立に関する作業部会と日・朝関係正常化関する作業部会の会合をウランバートルで実現した。これはモンゴル国のイニシアチブで実現できた。朝鮮半島や北東アジアの安定に対するわが国からの貢献だと考える。
２．モンゴル国は北東アジア諸国と二国間の枠組みで経済交流・協力を成功裡に発展させてきた。北東アジア地域諸国はわが国の経済に大きな比重を占め、影響を及ぼしている。モンゴル国への外国からの投資額と貿易額の約80％をロシア・中国・日本及び韓国などの北東アジア諸国が占めている。我々は地域諸国からモンゴル国への投資を将来も歓迎し支援していく。地域諸国の高度な技術と豊富な天然資源を組み合わせることは、地域の全ての国の国益に適っていると考える。
３．我々は地域の経済統合を発展させることが、諸国間の信頼醸成と、領土問題や歴史的な意見対立の解決のために寄与すると考える。この見地からモンゴル国はアセアン＋３のプロセスや東アジア共同体構想を当初から支持し、歓迎している。モンゴル国の外交政策と活動は、この共同体の目的と原則に全面的に合致しており、そのため我々は2005年7月にアセアン友好協力条約に加盟したのである。モンゴル国は2005年にウランバートルで「ARF加盟諸国の安全保障指針の変革」をテーマに国際セミナーを開催したが、セミナーの最終文章に「ARF加盟諸国は、モンゴル国が北東アジア協力対話と東アジア共同体に参加することを支持する」という文言が加えられたことは重要な意義をもつことになった。
今日、アセンアン諸国とは二国間及び多国間の枠組みに基づき、幅広い貿易・経済関係を発展させ、さらに自由貿易協定締結のレベルに到達させることが重要であると強調しなければならない。これはわが国の国家的な貿易経済外交の近未来における目標である。モンゴル国は北東アジアの統合に参加するときに、当該地域の市場に鉱物資源や鉱業製品を供給することがかのであり、この方向で地域の多国間協力プロジェクトに参加することに関心を持っている。
４．中央アジアと北東アジアの間という地理的位置を利用し、我々はインフラ・通信・エネルギーなどのプロジェクトに合理的かつ有益な形で参加したいと考えている。その意味で我が国はアジア太平洋経済社会委員会（ＥＳＣＡＰ）の提唱したアジアハイウェー構想、アジア横断鉄道ネットワーク建設プロジェクトなどに積極的に参加してきた。また当委員会による北東アジア諸国のエネルギー協力メカニズム創設についてもモンゴル国は尽力している。このようなメカニズムが創設されることにより、地域諸国にエネルギーを安定的に供給する問題について関心を持つ参加国が情報と経験を交換し、将来的には統一したエネルギー政策を持つ可能性も整備されるのである。

ご静聴ありがとうございます。
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